「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

先端科学技術の目を生み出す女性研究者育成

（大学院博士前期課程・キャリア形成科目）

女性先端科学者セミナー II

日時：2009年11月11日（水）１6時30分～１7時50分

会場：奈良女子大学理学部 G201講義室 (G棟2階)

講師：御手洗容子氏

（物質・材料研究機構 環境・エネルギー材料萌芽ラボ

  白金族金属研究グループ グループリーダー）

題名：白金族金属の多様な特性
概要：白金族金属は、自らは変化せず、金属表面での反応を促進させることから、触媒や燃料電池の電極触媒として多く利用されている。一方で、白金族金属は融点が高く、耐酸化性に優れていることから、エンジンプラグやガラス製造の溶解炉、ジェットエンジンのコーティング材などの超高温構造材料としても使われている。また、白金族金属基化合物には、1000℃近傍で形状回復を起こし、超高温形状記憶合金としての可能性があることもわかってきた。白金族金属の置かれた状況とともに、これらの研究について紹介する。
「女性先端科学者セミナー」の受講登録をしていない大学院生、学部学生、教員 

の方の聴講も歓迎します。
 問い合わせ先：理学部物理科学科 松岡由貴（内線3036）

matsuoka＠cc.nara-wu.ac.jp
